
明
末
清
初
に
は
、
文
人
と
妓
女
と
の
親
密
な
交
流
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
意
味

で
は
、
冒
裏
、
余
懐
の
二
人
は
、
明
末
風
流
文
人
た
ち
の
継
承
者
た
る
に
過

ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
清
の
鼎
革
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
末
の

女
性
た
ち
は
、
輝
か
し
き
明
の
世
の
象
徴
と
し
て
の
意
味
を
も
負
う
よ
う
に

な
っ
た
。
本
報
告
で
は
、
冒
裏
と
余
懐
の
交
遊
、
『
影
梅
庵
憶
語
』
の
流
通

と
護
者
の
反
臨
ぼ
な
ど
の
材
料
を
も
と
に
、
清
初
「
東
南
故
老
遺
民
」
に
と
っ

て
の
「
風
流
絵
韻
」
の
意
味
を
さ
ぐ
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

ク
ブ
ラ
ウ
ィ

l
ヤ
の
「
成
立
」

矢

島

i羊
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タ
リ
l
カ
を
草
純
に
ス

l
フ
ィ

l
数
園
と
捉
え
る
理
解
は
現
在
修
正
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
タ
リ
l
カ
と
は
何
か
、
具
鰻
的
に
は
、
一
つ
の
タ

リ
l
カ
の
範
園
は
ど
こ
ま
で
か
、
ス

l
フ
ィ
ー
が
あ
る
タ
リ

1
カ
に
時
岡
崎
す

る
と
い
う
こ
と
は
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
、
何
を
も

っ
て

一
つ
の
タ

リ
l
カ
の
成
立
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
っ
た
タ
リ

l
カ
の
存

在
形
態
を
巡
る
基
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
の
共
通
認
識
は
未
だ
確
立
さ
れ
て

い
な
い
。
タ
リ

1
カ
は
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
史
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
揚
っ

て
き
た
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
機
能
面
を
理
解
す
る
た
め
に
は
形
態
面
の
理

解
が
不
可
鉄
の
前
提
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
報
告
で
は
、

二
二
世
紀
に
中
央
ア
ジ
ア
の
ス

l
フ
ィ

l
、
ナ
ジ

ユ
ム
ッ
デ
ィ
l
ン
・
ク
ブ
ラ
ー
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
と
さ
れ
る
ク
ブ
ラ
ウ

ィ
l
ヤ
を
例
に
、
タ
リ

l
カ
の
「
成
立
」
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
特

に
二
二
・
一
四
世
紀
に
お
け
る
初
期
ク
フ
ラ
ウ
ィ

l
ヤ
の
ス

l
フ
ィ
ー
た
ち

の
著
作
や
活
動
の
分
析
に
よ
っ
て
、
ク
ブ
ラ
ウ
ィ

l
ヤ
の
道
統
、
数
義
、
人

的
組
織
、
障
問
属
意
識
、
他
者
の
認
識
の
各
側
面
に
お
け
る
ク
ブ
ラ
ウ
イ

l
ヤ

の
「
成
立
」
の
意
味
を
検
討
し
、
そ
れ
ら
を
線
合
す
る
こ
と
で
タ
リ

l
カ
の

存
在
形
態
を
理
解
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
い
。

イ
ス
ラ
ム
化
に
伴
う
暦
・
交
易
・
巡
櫨
儀
櫨
の
壁
遷

|
|
七
世
紀
の
ア
ラ
ブ
世
舎
|

|

聾

秀

11' 

王

預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
が
メ
ッ
カ
を
征
服
(
〉
国
∞
)
し
、
別
離
の
巡
種

(〉
出

H
O
)

を
終
え
る
ま
で
の
ご
く
短
い
期
間
に
、
そ
の
後
の
イ
ス
ラ
ム

祉
舎
の
あ
り
方
を
決
定
づ
け
る
規
定
が
数
多
く
作
ら
れ
た
。
暦
、
巡
種
儀
式
、

そ
し
て
巡
櫨
時
に
お
け
る
交
易
の
あ
り
方
も
一
獲
し
た
。

暦
は
従
来
の
太
陰
太
陽
暦
か
ら
純
粋
な
太
陰
暦
へ
と
改
獲
さ
れ
、
こ
れ
に

よ
っ
て
ア
ラ
ビ
ア
宇
島
の
巡
種
シ
ス
テ
ム
は
一
繁
し
、
メ
ー
カ
の
み
が
巡
種

地
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

神
聖
月
の
規
定
も
改
め
ら
れ
、

多
紳
数
徒
に
神
聖
月
の
禁
忌
は
適
用
さ
れ
な
く
な

っ
た
。
イ
ス
ラ
ム
化
が
進

行
す
る
中
、
部
族
檎
の
秩
序
を
支
え
て
い
た
神
聖
月
の
持
つ
意
味
も
歴
史
的

に
饗
化
し
た
。

ハ
ツ
ジ
は
も
と
も
と
メ
ッ
カ
へ
の
巡
櫨
で
は
な
く
、
ヒ
ジ
ャ

l
ズ
地
域
の

部
族
集
園
が
主
催
し
た
、
メ

ッ
カ
東
方
の
谷
開
に
お
け
る
祭
穫
で
あ

っ
た
。

メ
ッ
カ
の
ク
ラ
イ
シ
ユ
族
は
こ
れ
に
参
加
す
る
一
部
族
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
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イ
ス
ラ
ム
化
以
降
ハ
ツ
ジ
の
儀
穫
に
メ
J

カ
で
の
儀
式
が
加
わ
っ
た
。

巡
種
時
の
交
易
の
あ
り
方
も
愛
化
し
、
ウ
カ

l
ズ
な
ど
ジ
ャ

l
ヒ
リ
1

ヤ

時
代
に
栄
え
た
市
は
徐
今
に
衰
退
し
た
。
尚
賓
の
あ
り
方
も
、
ム
ハ
ン
マ
ド

は
様
今
な
規
範
を
定
め
た
が
、
コ

l
ラ
ン
、
ス

ン
ナ
の
定
め
る
賛
同
貝
規
定
が
、

ジ
ャ
l
ヒ
リ
l
ヤ
時
代
の
慣
習
を
ま
っ
た
く
否
定
す
る
も
の
か
断
定
は
で
き

、ご、

。

ナ

Hd
bイ

ス
ラ
ム
は
メ
ッ
カ
に
始
ま
る
が
、
し
か
し
、
ジ
ャ

l
ヒ
リ

l
ヤ
時
代
の

枇
曾
秩
序
は
、
決
し
て
メ

y
カ
中
心
に
動
い
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
改
革
思
想
再
考

|

|

「
新
オ
ス
マ
ン
人
」
を
中
心
に
|
|

新

政

美

井

十
九
世
紀
に
オ
ス
マ
ン
帝
図
の
西
洋
化
改
革
を
先
導
し
、
方
向
づ
け
た
と

言
わ
れ
る
の
が
、
「
新
オ
ス
マ
ン
人
」
と
線
担
刑
さ
れ
る

一
群
の
知
識
人
で
あ

る
。
サ
ー
ド
ゥ
ク

・
リ
フ
ァ
ト
・
パ
シ
ヤ
(
一
八

O
七
五
六
)
が
一
八
三一

七
年
に
ウ
ィ
ー
ン
に
公
使
と
し
て
赴
任
し
た
の
ち
、
改
革
汲
の
同
志
ム
ス
タ

フ
ァ

・
レ
シ
ト

・
パ
シ
ヤ
(
一
八

O
O
l五
八
)
に
書
き
迭
っ
た
見
解
は
、

三
九
年
に
公
布
さ
れ
る
ギ
ユ
ル
ハ

|
ネ
勅
令
の
骨
組
み
を
、
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
先
取
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
そ
の
意
見
は
、
従
来
の
オ
ス
マ

ン
的
傍
統
の
線
上
で
理
解
可
能
な
も
の
で
も
あ

っ
た
。

そ
の
後
登
場
し
た
「
新
オ
ス
マ
ン
人
」
た
ち
は
、
サ
ー
ド
ゥ
ク

・
リ

フ
ァ

ト

・
パ
シ
ャ
が
紹
介
し
た
西
洋
の
近
代
文
明
を
オ
ス
マ
ン
枇
曾
に
導
入
す
べ

く
言
論
活
動
を
行
な

っ
た
。
し
か
し
彼
ら
の
多
く
は
、
政
府
の
堅
迫
を
受
け

て

一
八
六
七
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
へ

逃
れ
る
と
、
イ
ス
ラ
ム
の
文
脈
で
政
府
批

判
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
そ
う
し
た
批
判
の
鍵
に
な
っ
た
の
が
「
平

等
」
概
念
で
あ

っ
た
。
彼
ら
は

「
図
民
」
を
希
求
す
る

一
方
で
、
ム
ス
リ

ム
・
非
ム
ス
リ
ム
開
の
平
等
を

「
反
イ
ス
ラ
ム
的
」
と
断
罪
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
彼
ら
は
、
政
府
批
判
の
切
り
札
と
し
て
「
シ
ヤ
リ
l
ア
の
賓
施
」
を
も

持
ち
出
し
た
。
一

八
七

0
年
代
に
イ
ス
タ
ン
プ
ル
へ
時
還
す
る
と
、
彼
ら
の

論
説
か
ら
は
「
イ
ス
ラ
ム
」
を
鍵
と
す
る
政
府
批
判
は
姿
を
消
す
が
、
し
か

し
「
シ
ャ
リ

1
ア
の
賓
施
」
や
「
硬
直
し
た
シ
ャ
リ

l
ア
」
と
い
う
言
説
自

慢
は
生
き
績
け
、
そ
の
後
の
知
識
人
た
ち
の
言
論
の
中
で
、
繰
り
返
し
登
場

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

新
羅
骨
品
制
再
考

- 88一

李

成

市

骨
品
制
は
、
新
羅
の
王
京
人
を
釣
象
と
し
た
族
制
的
身
分
制
で
あ
り
、
聖

骨
・
長
骨
の
骨
階
層
と
、
六
頭
品
・
五
頭
品
・
四
頭
口
聞
な
ど
の
頭
品
階
暦
と

で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
聖
骨
は
、
夏
徳
女
王
の
死
去
に
よ
り
六
四

五
年
に
消
滅
し
た
と
停
え
ら
れ
る
が
、
後
代
に
な
っ
て
夏
徳
女
王
以
前
の
歴

代
に
封
損
さ
れ
た
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
頭
品
階
暦
は
六
頭
口
聞
か
ら
順
次
下

降
す
る
構
造
か
ら
み
て
、
元
来
、

一
頭
口
叩
に
い
た
る
六
階
層
か
ら
な
っ
て
い

た
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
骨
階
層
と
頭
品
階
層
の
多
階
層
か
ら
な
る
骨
品
制
の
成
立
に
つ


